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踏切事故

警報機の音

「注意が散漫になっていた」

「警報機の音に気付かなかった」
踏切事故

71歳男性の車、電車と衝突
合わせて3人を病院に搬送

事故で、3,500人に影響
２０２２／１１／２１（月） １７：４１

２１日午前８時ごろ、富山県の踏切で普通電車と乗用車が衝突しました。

この事故で、乗用車を運転していた男性（７１）が肋骨を折る重傷で、助

手席に乗っていた女性（７０）も全身を強く打って重傷です。

また電車には運転士１人と乗客９９人が乗っていて乗客１人が気分が悪くな

り、病院に運ばれましたが軽傷です。

事故の影響で上下線あわせて９本が運休し、およそ２００人に影響がでまし

た。また衝突のはずみで、車は並行する線路にはみ出し、上下線あわせて１

２本が運転見合わせ、３３００人あまりに影響が出ました。

警察によりますと、車を運転していた７１歳の男性は警報機の音に気付か

なかったと話していて、踏切内で遮断機が下りたため車を停止させたとこ

ろに電車が衝突したということです。


